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本日開会の市議会９月定例会に提出いたしました議案のご審議

をお願いするにあたり、その提案理由の概要をご説明申し上げ

ます。 

議案は全部で２４件あり、決算案１１件、予算案２件、条例案

３件、契約案２件、その他４件、人事案２件となっております。 

以下、議案番号に従い順次、ご説明申し上げます。 

最初に認定第１号から認定第５号までの決算案の概要について

申し上げます。 

令和５年度の市財政を取り巻く社会経済状況を顧みますと、

不安定な海外情勢や円安の進行に起因する物価高騰は終わりが

見えず、また、全国的な人件費の増加による事業費の増といった

大きな変化も見られ、地方財政を取り巻く状況は、依然として

不透明なものとなっております。 

このような中での令和５年度決算でございますが、喫緊の課題

である人口減少対策への取組や真の子育て支援日本一に向けた

取組、経済対策としての富士山Ｇコインや「ごてんばの日」に

よる地域活性化など、本市にとって今必要な施策を、適時的確

に展開してまいりました。 

そのための財源として、国県補助金や各種基金などあらゆる

財源を最大限活用するとともに、経費縮減にも全庁一丸と

なって取り組んでまいりました。  

こ う し た 中 、 令 和 ５ 年 度 決 算 を 総 括 し ま す と 、 先 行 き

不透明な中での財政運営ではございましたが、財源を最大限確保

し て 事 業 展 開 が 図 れ た こ と 等 に よ り 、 最 終 的 に 、 財 政

の健全性が維持された中で、良好な決算を迎えることができ

ました。 
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それでは、認定第１号、令和５年度御殿場市一般会計歳入歳出

決算認定について申し上げます。 

令和５年度の一般会計の決算額は、歳入が４５２億２３７万

円余、歳出が４２９億７，７８８万円余となりました。 

歳入から歳出を差し引いた形式収支は２２億２，４４９万円余

となり、形式収支から令和６年度への繰越事業に充当する財源３

億３，６０８万円余を差し引いた実質収支は、１８億８，８４０

万円余の黒字となりました。 

歳入決算額は、前年度と比較して、４億２，７５４万円余、

１．０％の増となりました。主な増減は、市税が５億２，５３５

万円余、財産収入が１８億２，３９３万円余の減となった一方、

寄附金が２億９，６５０万円余、繰入金が９億５，３４９万

円余、繰越金が１０億１０８万円余の増となりました。 

歳出決算額は、前年度と比較して、１５億６，７１７万円余、

３．８％の増となりました。主な増減は、総務費が６億８２４

万円余、公債費が１億２，２１７万円余の減となった一方、

民生費が４億９，６１２万円余、農林水産業費が１億６，５０７

万円余、商工費が２億６，２４２万円余、教育費が１４ 億

４，８７７万円余の増となりました。 

予算に対する歳出執行率は、前年度を０．１ポイント上回り

９３．２％となりました。 

令 和 ６ 年 度 へ の 繰 越 明 許 及 び 事 故 繰 越 し の 総 額 は 、

７ 億 ３ ， ３ ３ ３ 万 円 余 で 、 総 務 費 、 民 生 費 、 衛 生 費 、

農 林 水 産 業 費 及 び 土 木 費 に 係 る も の で ご ざ い ま す 。  

また、令和５年度に実施した普通建設事業の主なものは、

道 路 新 設 改 良 事 業 、 地 域 計 画 関 連 道 路 整 備 事 業 、 都市
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計画道路新橋深沢線（市道０１１５号線）道路整備事業、工業

団 地 開 発 事 業 （ 板 妻 南 工 業 団 地 、 夏 刈 南 部 工 業 団 地 ） 、

小 学 校 環 境 整 備 事 業 及 び 新 図 書 館 等 整 備 事 業 で ご ざ い

ま す 。 

次に、認定第２号、令和５年度御殿場市国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定について申し上げます。 

歳出の主なものは、保険給付費、国民健康保険事業費納付金

及び保健事業費で、総額６８億２，１２８万円余でございます。 

歳入の主なものは、国民健康保険税、県支出金及び繰入金で、

総額７１億５，６８８万円余となり、歳入歳出差引き３億

３，５６０万円余が翌年度へ繰越しとなりました。 

次に、認定第３号、令和５年度御殿場市救急医療センター特別

会計歳入歳出決算認定について申し上げます。 

歳出の主なものは、救急医療センターの管理運営に係る総務費、

診療に要した医業費で、総額４億８，５０９万円余でございます。 

 歳入の主なものは、診療収入、証明等手数料、小山町負担金

及び一般会計からの繰入金で、総額５億９５１万円余となり、

歳入から歳出を差し引いた形式収支は、２，４４１万円余で

ございます。 

なお、医療施設整備費の備品購入費として、翌年度へ９０万円

を繰り越したことに伴い、形式収支からこの繰越明許費の繰越

額を差し引いた実質収支は、２，３５１万円余となりました。 

次に、認定第４号、令和５年度御殿場市介護保険特別会計歳入

歳出決算認定について申し上げます。 

歳出の主なものは、保険給付費及び地域支援事業費で、総額

６３億４４０万円余でございます。 
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 歳入の主なものは、第１号被保険者の保険料、国及び県の

負担金並びに支払基金交付金で、総額６７億２，７０６万円余

となり、歳入歳出差引き４億２，２６６万円余が翌年度へ繰越し

となりました。 

次に、認定第５号、令和５年度御殿場市後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定について申し上げます。 

歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金で、総額

１０億８，７２５万円余でございます。 

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料で、総額１１億

５，０２２万円余となり、歳入歳出差引き６，２９７万円余が

翌年度へ繰越しとなりました。 

次に、認定第６号、令和５年度御殿場市上水道事業会計剰余金

の処分及び決算認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が給水収益、その他営業収益

などの１６億５，５３３万円余に対して、支出は、施設の維持

管理費、減価償却費などの１２億２，１０２万円余で、３億

６，６４０万円余の純利益が生じました。 

 また、資本的支出の主なものは、建設改良費及び企業債償還金

で、総額８億７，７８２万円余でございます。この財源として、

他会計負担金及び工事負担金の資本的収入１，９６３万円余を

充て、残りの不足額につきましては、損益勘定留保資金などで

補填いたしました。 

なお、当年度未処分利益剰余金の処分につきましては、６億

８，７５５万円余のうち、３億２，１１５万円余を自己資本金

へ組み入れ、３億３，５５０万円余を建設改良積立金へ 、

１，０００万円を災害準備積立金へ積み立て、２，０９０万円
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を一般会計納付金として納付いたします。 

次に、認定第７号、令和５年度御殿場市工業用水道事業会計

剰余金の処分及び決算認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が給水収益、受取利息など

の５，８４６万円余に対して、支出は、施設の維持管理費など

の３，９８２万円余で、１，７７２万円余の純利益が生じました。 

また、資本的支出は、建設改良費で、１，０１２万円でござい

ます。この財源につきましては、建設改良積立金などで補填

いたしました。 

なお、当年度未処分利益剰余金の処分につ きましては、

１，７７２万円余の全額を建設改良積立金へ積立ていたします。 

次に、認定第８号、令和５年度御殿場市簡易水道事業会計決算

認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が給水収益、他会計補助金

などの７，３５４万円余に対して、支出は、施設の維持管理費

などの７，３５４万円余で同額となり、純利益及び純損失は

生じませんでした。 

また、資本的支出は、建設改良費で、３，５８６万円余で

ございます。この財源につきましては、他会計補助金などを

充てました。 

次に、認定第９号、令和５年度御殿場市公共下水道事業会計

決算認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が下水道使用料、他会計

負担金などの１１億１，９９２万円余に対して、支出は、施設

の維持管理費、減価償却費などの１１億１，４７０万円余で、

１，２５０万円余の純損失が生じました。 
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また、資本的支出は、建設改良費及び企業債償還金で、総額

１２億６，０６１万円余でございます。この財源として、受益者

負担金、国庫補助金、他会計負担金及び補助金並びに企業債の

資本的収入９億７，１６６万円余を充て、残りの不足額 に

つきましては、損益勘定留保資金などで補填いたしました。 

次に、認定第１０号、令和５年度御殿場市農業集落排水事業

会計剰余金の処分及び決算認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が下水道使用料、他会計

負担金などの７，９１５万円余に対して、支出は、施設の維持

管理費などの７，０１８万円余で、８９７万円余の純利益が生じ

ました。 

また、資本的支出は、建設改良費及び企業債償還金で、総額

２，０８９万円余でございます。この財源として、他会計補助金

の資本的収入７９６万円余を充て、残りの不足額につきまして

は、損益勘定留保資金などで補填いたしました。 

なお、当年度未処分利益剰余金の処分につきましては１，７０２

万円余のうち、８０５万円余を自己資本金へ組み入れ、８９７

万円余を減債積立金へ積立ていたします。 

次に、認定第１１号、令和５年度御殿場市公設浄化槽事業会計

の決算認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が下水道使用料、他会計

補助金などの８，６７６万円余に対して、支出は、施設の維持

管理費などの８，３２２万円余で、３５３万円余の純利益が

生じました。 

また、資本的支出は、建設改良費で、２，６００万円余で

ございます。この財源につきましては、浄化槽分担金及び負担金、
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国及び県補助金並びに他会計補助金の資本的収入を充てました。 

次に、議案第３７号、令和６年度御殿場市一般会計補正予算

（第４号）について申し上げます。 

今回の補正額は、２２億３，４００万円の増額で、補正後の

予算総額は、歳入歳出それぞれ４４４億５，１００万円となり

ます。 

補正の背景といたしましては、第３号補正後の状況変化により

必要となりました予算の措置でございます。 

歳出の主なものは、基金積立金、定額減税調整給付金事業、

児童手当費、感染症予防事業、道路維持補修事業及び市民会館

施設管理費の増額でございます。 

歳入の主なものは、国庫支出金、繰越金、諸収入及び市債の

増額でございます。 

また、事業の進捗等により、債務負担行為の追加並びに地方債

の追加及び変更を行うものでございます。 

次に、議案第３８号、令和６年度御殿場市国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

今回の補正額は、８６０万１千円の増額で、補正後の予算

総額は、歳入歳出それぞれ７３億８，９６０万１千円となります。 

歳出の主なものは、償還金の増額でございます。 

歳入は、基金繰入金の減額及び前年度繰越金の増額でござい

ます。 

次に、議案第３９号、御殿場市行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号

の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する

条例制定について申し上げます。 
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本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの

でございます。 

次に、議案第４０号、御殿場市国民健康保険条例の一部を改正

する条例制定について申し上げます。 

本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用に関する法律等の一部を改正する法律により国民健康

保険法の一部が改正され、マイナンバーカードと健康保険証が

一体化されることに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

次に、議案第４１号、御殿場市立図書館条例の一部を改正する

条例制定について申し上げます。 

本案は、郷土資料館機能を併せ持つ新しい御殿場市立図書館

を市民交流センターふじざくら南側に移転することに伴い、必要

な規定を整備するため、所要の改正を行うものでございます。 

次に、議案第４２号、新御殿場市立図書館等建築ユニット工事

請負契約の締結について申し上げます。 

本案は、建設中の新御殿場市立図書館に書架、造り付け家具

等を設置することを目的とし、ユニット工事を実施すべく、過日

入札に付しましたが、予定価格が１億５，０００万円以上となり

ますので、議会の議決を経て本契約を締結いたしたく、提案する

ものでございます。 

次に、議案第４３号、板妻南工業団地開発第４期事業地内の

用地取得について申し上げます。 

本案は、御殿場市土地開発公社にて実施しております板妻南

工業団地開発第４期事業につきまして、造成工事が完了したこと

に伴い、市が当該事業地を取得すべく、過日御殿場市土地開発
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公社と仮契約を締結いたしましたが、その価格が２,０００万円

以上、かつ、面積が５,０００㎡以上であることから、議会の議決

を経て本契約を締結いたしたく、提案するものでございます。 

次に、議案第４４号、住民票の写し等の交付に関する事務の

委託の廃止について申し上げます。 

本案は、駿豆地区１１市町との間の住民票の写し等の交付に

関する事務委託の廃止を協議することについて、議会の議決を

求めるものでございます。 

次に、議案第４５号、市道路線の廃止について、議案第４６

号、市道路線の認定について、及び議案第４７号、市道路線の

変更についての３案につきましては、関連がありますので一括

して申し上げます。 

今回の廃止は７路線、認定は９路線、変更は６路線で、新東名

高速道路等整備による廃止が７路線、認定が５路線、変更が６

路線、都市計画法第３２条協議に基づく認定が４路線でござい

ます。 

次に、同意第６号、御殿場市教育委員会委員の任命について

申し上げます。 

本案は、本年９月３０日をもって任期満了となります渡邉 

直子（わたなべ なおこ）氏、杉山 ゆかり（すぎやま ゆかり）

氏の後任として、萱沼 泉（かやぬま いずみ）氏、引き続き

杉山 ゆかり（すぎやま ゆかり）氏を任命いたしたく、議会

の同意を求めるものでございます。 

次に、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦について申し

上げます。 

本案は、本年１２月３１日をもって任期満了となります伊倉 



- 10 - 

愛子（いぐら あいこ）委員について、引き続き人権擁護委員

候補者として法務大臣に推薦することにつ い て 、 議 会 の 意 見

を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以上で、本日提案いたしました議案の提案理由の説明を終わり

といたします。 

慎重なご審議の上、ご賛同いただきますようお願い申し上げ

ます。 


